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た効果が挙げられた。従って、キルギスにおける日本の ODA の役割を考える際は、ODA を通じた友好関
係の強化及び日本に対する理解の促進による国際社会における日本の影響力の確保に関する役割が大きい
と考えられる。  
本論文の強みとして強調できる部分は主に二点である。第一点目として本論文は ODA を国際関係の理論
的な枠組みの中で分析しているが、これまでに中央アジア地域における日本の ODA プロジェクトを事例に
分析と評価する先行研究は比較的稀であった。特に、先行研究では、国際関係においてこれまでの中央アジ
アにおける大国のプレゼンスと外交政策は、主に現実主義と自由主義を通して分析されてきた。本論文はそ
のような理論的な枠組みは多くの問題を抱えていると指摘する。特に、大国と言われるロシア、中国、米国
と日本の外交政策の目的とその達成方法が似ているものとみており、これらの大国が最終的に中央アジア地
域における自国の国益（自然資源獲得、政治的な影響力など）を得るために行われているとされている。そ
のような先行研究と対照的に、本論文はむしろ多くの国の外交政策の目的は最初から決まっておらず、中央
アジア諸国との関係構築課程において形成されていくと指摘する。その過程においてコミュニケーションと
自国のアイデンティティも重要な要因になると指摘し、中央アジア地域において国際関係を説明するには現
実主義や自由主義ではなく、構築主義がより明確に多くの国の行動を説明すると強調する。第二点目として、
本論文は日本とキルギスの関係に関して新しいデータと知見を提供している。具体的に本研究は OVOP プ
ロジェクトに関するデータとインタビュー資料、日本センターに関する現地調査資料など、これまでに研究
されていない資料に基づいており、それらに含まれているデータから日本の外交政策に関して新たな見方を
提供することができる。本論文の弱点として、分析における理論と事例の一致の程度において改善の余地が
ある点で、この点を今後の課題として検討していく必要がある。しかし、このような弱点は本論文の今後の
課題としてあげるべきものであり、本論文に含まれている分析とデータの新しさから判断し、博士論文とし
ての価値は高いと認められる。以上のことから審査委員は本論文を博士論文として認め、以下の結論に至っ
ている。 
 
２ 最終試験 
平成２９年１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
